
１．介護保険一部負担額（在宅強化型） 令和６年８月１日現在
　 税区分 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

多床室 日　額 902 979 1,044 1,102 1,161
個　室 日　額 819 893 958 1,017 1,074

税区分 日　額
非課税 24円 夜勤職員配置により加算

〃 51円
〃 51円

〃 22円

〃 7.5% 介護報酬算出方式に基づき算出した額の１割を加算
非課税 240円 理学療法士等が個別にリハビリテーションを行った場合

〃 76円 認知症専門棟利用者のみ加算
〃 200円 左記の症状があり、緊急に受入れを行った場合(7日間を限度)
〃 90円 緊急時の受入れを行った場合(限度14日)
〃 120円 左記の方の特性やニーズに応じたサービス提供を行った場合
〃 120円 手厚い医療が必要な方の受入れを行った場合
〃 片道184円 送迎希望者又は心身の状況等で送迎を必要とする場合

〃 275円

〃 50円/月

〃 8円/食 医師の食事箋による食事の提供（糖尿食、貧血食等）

〃 3円/日

〃 4円/日

〃 518円 緊急医療行為を行った場合
〃 診療報酬の1割 特定の治療を行った場合(医科診療報酬の1割負担)

〃 100円/月

〃 10円/月

税区分 基準費用 第１段階 第２段階 第３段階① 第３段階②
多床室 日　額 437 0 430 430 430
個　室 日　額 1,728 550 550 1,370 1,370

非課税 日　額 1,500 300 600 1,000 1,300

朝食 昼食 夕食 １日合計
420 540 540 1,500
405 520 520 1,445

朝食のみ 朝・昼食 昼・夕食 夕食のみ
 基準費用額 420 960 1,080 540
 第1段階 300 300 300 300
 第2段階 405 600 600 520
 第3段階① 405 925 1,000 520
 第3段階② 405 925 1,040 520

３．その他の利用料
税区分 日　額
非課税 100円 日常生活上必要とする石鹸、入浴用品、タオル等
税込 実費 希望により参加する趣味活動の材料、折り紙、粘土等
〃 実費 施設内理美容室の利用
〃 377円 個室Aを利用した場合
〃 165円 レンタルテレビ使用者
〃 55円 個人のものを使用する電気代

夜勤職員配置加算
基
本
加
算

介護福祉士を80％以上
又は勤続10年以上介護福祉士を35％以上配置している場合

在宅復帰・在宅療養支援機能加算Ⅰ 在宅復帰し、在宅療養の支援を行った場合
在宅復帰・在宅療養支援機能加算Ⅱ 上記の実施に加え、基本報酬区分が在宅強化型となっている場合

介護職員等処遇改善加算Ⅰ

送迎加算

総合医学管理加算

認知症ケア加算
認知症行動・心理症状緊急対応加算

介護老人保健施設「サンファミリア米沢」短期利用料金表

介護サービス
利用者負担額

非課税

費　　　目 内　　　容

サービス提供体制強化加算Ⅰ

内　　　容

認知症専門ケア加算Ⅰ

認知症専門ケア加算Ⅱ

滞在費負担額 非課税

緊急時施設療養費特定治療

生産性向上推進体制加算Ⅰ
介護現場の生産性向上へ向けた委員会を設置し、ICT等を活用し
て業務効率の改善を図った場合(Ⅱの取組による成果確認)

同上のことに加え、認知症介護実践指導者研修修了者を
配置し、定期的に認知症ｹｱに関する研修を実施している場合

食費負担額

※介護保険負担割合証の負担割合が２割又は３割と記載されている方は、介護保険一部負担額はその割合を乗じた額になります。

対
象
者
の
み
の
加
算

療養食加算

緊急短期入所受入対応加算

居宅サービス計画にない検査、投薬、処置老等の治療管理を
行った場合(利用中10日限度)
口腔の健康状態の評価を実施し、歯科及び介護支援専門員に
情報を提供した場合

若年性認知症利用者受入加算

口腔連携強化加算

個別リハビリテーション実施加算

重度療養管理加算

教養娯楽費
理美容料
特別室料
テレビ使用料
電気毛布・アンカ使用料

日常生活自立度ﾗﾝｸⅢ以上が入所者総数の半数以上で、
技術的指導に関する会議を定期的に開催した場合

緊急時治療管理

食 費 内 訳
料 金（基 準 費 用）
料 金（第1～3段階）

食事回数別合計

費　　　目

そ
の
他
の
加
算

日用品費

生産性向上推進体制加算Ⅱ
介護現場の生産性向上へ向けた委員会を設置し、ICT等を活用し
て業務効率の改善を図った場合



〃 実費 個人購読料
〃 実費 施設内公衆電話の利用
〃 実費 肌着等（私物の洗濯は原則として家庭で行ってください）
〃 実費 施設内自動販売機の利用
〃 実費 各種催事参加費
〃 5,280円/泊 食事代（夕・朝）、寝具使用料、介護指導料、《昼食も希望可》
〃 3,300円 健康診断書・死亡診断書・入所証明書・その他証明等の発行

<<日帰り利用サービス>>
税区分

特定短期入所療養介護費 非課税 常時看護が必要な方の日帰り利用を行った場合
※介護度に関わらず、基本利用料介護保険1割負担額が664円～1,296円になります。

(多床室)

要介護度

負担段階

 第１段階 1,419 1,502 1,572 1,634 1,698

 第２段階 2,149 2,232 2,302 2,364 2,428

 第３段階① 2,549 2,632 2,702 2,764 2,828

 第３段階② 2,849 2,932 3,002 3,064 3,128

 基準費用 3,056 3,139 3,209 3,271 3,335

(個　室)

要介護度

負担段階

 第１段階 1,880 1,959 2,029 2,093 2,154

 第２段階 2,180 2,259 2,329 2,393 2,454

 第３段階① 3,400 3,479 3,549 3,613 3,674

 第３段階② 3,700 3,779 3,849 3,913 3,974

 基準費用
 個室Ａ

4,635 4,714 4,784 4,848 4,909

 基準費用
 個室Ｂ

4,258 4,337 4,407 4,471 4,532

※上記の金額は、[介護サービス利用者負担額][夜勤職員配置加算][サービス提供体制強化加算Ⅰ] 
　[介護職員等処遇改善加算Ⅰ][滞在費][食費負担額][日用品費]が含まれます。
  認知症専門棟利用の場合、上記の金額に[認知症ケア加算76円/日]加算となります。

文　書　料

内　　　容
664円～1,296円

自動販売機使用料
催事参加費

そ
の
他
の
加
算

日　　　額

電　話　代

【　利用料金早見表　】

≪日　額≫

（単位：円）

洗　濯　代

要介護３ 要介護４要介護１ 要介護２

家族介護者教室

費　　　目

要介護１ 要介護２

要介護５

要介護４ 要介護５要介護３

新聞・雑誌代


